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(57)【要約】

【課題】グラファイト化度が高く、比表面積が大きい炭

素繊維集合体から成る炭素電極を提供すること。

【解決手段】ラマン分光スペクトルにおける１５９０ｃ

ｍ
－１

ピーク強度（Ｐ１）と１３５０ｃｍ
－１

ピーク強

度（Ｐ２）の比（Ｐ１／Ｐ２）が０．８５以上であって

、窒素ガスを用いるＢＥＴ比表面積が４００ｍ
２

／ｇ以

上の炭素繊維集合体から成ることを特徴とする炭素電極

、又は、Ｘ線回折ピークにおける００２回折ピークの半

値幅が２．８°以下であって、窒素ガスを用いるＢＥＴ

比表面積が４００ｍ
２

／ｇ以上の炭素繊維集合体から成

ることを特徴とする炭素電極。

【選択図】　　　　図１
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